
環境経営レポート
２０２１年度版

対象期間：202１年9月1日～202２年8月31日

作成日：2022年１2月1日
改正日：2023年2月24日



SANYO DENKI CO.,LTD.

1．組織の概要 ３

2．環境経営方針 ４

3．環境経営組織図 5

4．環境経営目標と実績

4.1 東京

4.1.1 ３か年目標 6

4.1.2 単年度経営目標と実績 7

4.2 埼玉

4.2.1 ３か年目標 8

4.2.2 単年度経営目標と実績 9

4.3 大阪

4.3.1 ３か年目標 10

4.3.2 単年度経営目標と実績 11

4.4 名古屋

4.4.1 ３か年目標 12

4.4.2 単年度経営目標と実績 13

4.5 全社

4.5.1 単年度経営目標と実績 14

5．環境経営計画と取組評価・次年度の内容

5.1 東京 15

5.2 埼玉 16

5.3 大阪 17

5.4 名古屋 18

６ ．環境関連法規の遵守状況 19

７ ．代表者による全体の評価 20

2/20



SANYO DENKI CO.,LTD.

（１）代表者氏名
代表取締役 田邊 裕也

（２）所在地・対象組織・従業員数

本社・東京事業所：東京都足立区東綾瀬2-3-23

埼玉営業所 ：埼玉県所沢市東所沢2-2-3

大阪営業所 ：大阪府大阪市東住吉区公園南矢田2-22-1

名古屋営業所 ：愛知県名古屋市守山区小幡3-7-20

※各工事現場は原則含まない

（３）事業活動の内容

社会インフラのプラント電気設備（受変電、配電、発電、計装）工事の
設計・施工管理、保守点検業務

（４）事業の規模

資本金 3,000万円

従業員数 ５７名（2023年2月現在）

完成工事高 12億5,584万円（2022年8月期）

（５）建設業の許可

電気工事業 国土交通大臣許可（特-2）第5395号

機械器具設置工事業 国土交通大臣許可（般-2）第5395号

（６）登録電気工事業者届出

一般用・自家用電気工作物 経済産業大臣届出 第4668号

（７）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 参与 伊藤 潤一郎

TEL： 03-5616-1923（本社）
Ｅメール：j.itou@sanyou-denki.co.jp

担当者 長岡 広樹
TEL：03-5616-1920（本社）

FAX：03-5616-1911
Eメール：hiroki.nagaoka@sanyou-denki.co.jp
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SANYO DENKI CO.,LTD.

　山陽電機株式会社は、社会インフラのプラント電気設備工事における設計施工及び

施工管理、保守点検業務の事業活動を通じて、温暖化防止、環境負荷削減に努める

ことにより環境保全活動を推進し持続可能な社会を目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  〈行動指針〉　　
　

　　　　　１．環境経営システムの継続的改善を図りながら、以下の項目に取り組みます。

　　　　　　（１）電気、ガソリンの減量で二酸化炭素排出量を削減し地球温暖化防止に努める。

　　　　　　（２）廃棄物を削減、分別し、再資源化に努める。

　　　　　　（３）水使用量の削減に努める。

　　　　　　（４）プラント電気設備工事の環境配慮施工に努める。

　　　　　２．環境経営に関連する法規制・条例等を遵守し、環境配慮に努めます。

　　　　　３．全従業員の環境経営に関する意識を高め、全員で継続的改善に取り組みます。

　　　　　４．この環境経営方針は、全従業員に周知すると共に、一般に公開します。

制定日　２０２０年１０月２３日

山陽電機株式会社

代表取締役社長　　田邊　裕也

環境経営方針

〈環境経営理念〉

〈行動指針〉
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SANYO DENKI CO.,LTD.

役 割 責任および権限

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化 (要求事項１)
２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境経営方針の策定、全従業員に周知 (要求事項３)
３．実施体制の構築（要求事項７）
４．代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項１４）
５．環境経営レポートの承認
６．その他

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規の取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６）
４．教育・訓練の実施（要求事項８）
５．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
６．取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防（要求事項１３）
７．文書類の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
８．環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
９．その他

部門責任者

１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運用（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）
４．その他

全従業員
１．環境経営方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の認識
２．環境経営目標、環境経営計画などに基づくＥＡ２１活動の実施
３．ＥＡ２１活動に関する提案

代表者

代表取締役社長 田邊裕也

工事統括

取締役 大岩新一

本社・総務部

安全品質管理部

営業部

東京事業所 工事部

埼玉営業所 工事部

大阪営業所 工事部

名古屋営業所 工事部

環境管理責任者

安全品質管理部

参与 伊藤潤一郎

EA21 事務局

総務部 長岡広樹
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SANYO DENKI CO.,LTD.

4.1 東京
4.1.1 ３か年目標

6/20

基準値

（2018年度）

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

19,230

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

8,309

L／年

29,786

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,043

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2.5 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

5.50

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

103

㎥／年

元請環境教育の参加

- 参加回数 2 回 参加回数 2 回 参加回数 2 回

回

注記1．二酸化炭素排出係数は2018年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.455kg-CO₂/kWhを適用した。

　　2．ガソリンの二酸化炭素排出係数は2.32kg-CO₂/L、軽油の二酸化炭素排出係数は2.58kg-CO₂/Lを適用している。

　　3．年度は9月～8月の会計年度に合わせた。

　　4．№4 ユーザー基本契約の遵守については、年2回の元請基本方針説明会に参加した回数とする。（10月、4月）

　　5．本社・東京事業所においては、現場内での二酸化炭素排出項目がない為【現場】項目はない。

　　6．基準年度の二酸化炭素排出量の総量は29,786kg-CO₂／年

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目 2021年度 2023年度2022年度

３か年目標

L／年以下

29,191

kg-CO2／年以下

18,845

kWh／年以下

8,143

㎥／年以下

※2019年度から開始

1,022

kg／年以下

5.39

㎥／年以下

100.9

Ｎｏ

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

CO2総量計

（kg-CO2）

2）化石燃料

使用量

の削減

1）電力使用

量の削減

4
ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

2）産業廃棄物

排出量削減

3 水使用量の削減

2

廃棄物

排出量

の削減

1）一般廃棄物

排出量

の削減

1,017

kg／年以下

5.36

㎥／年以下

100.4

㎥／年以下

18,749

kWh／年以下

8,101

L／年以下

29,050

※2019年度から開始

18,653

kWh／年以下

8,060

L／年以下

28,901

kg-CO3／年以下

1,011

kg／年以下

5.34

㎥／年以下

99.9

㎥／年以下

※2019年度から開始

kg-CO3／年以下



SANYO DENKI CO.,LTD.

4.1 東京
4.1.2 単年度（２０２１年度）経営目標と実績
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基準値

（2018年度）

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減

19,230

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減

8,309

L／年

- 基準値に対し 2 ％削減

29,786

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減

1,043

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％向上

5.50

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

103

㎥／年

元請環境教育の参加

- 参加回数 2 回 2 回

回

1．環境経営目標の評価は、実績が目標値内で達成「〇」、5%以内でほぼ達成　「△」、5%以上で未達「×」と評価する。

+13.96%

6,512

-20.03%

L／年

21,476

kWh／年

回/年

㎥／年

回/年

※2019年度から開始 ※2019年度から開始

㎥／年㎥／年

㎥／年

-2.91%

18,845

8,143

kWh／年

L／年

2）化石燃料
使用量
の削減

29,191

kg-CO2／年

目標

2021年度

実績 評価

4 ユーザー基本契約の遵守
（元請環境教育の参加）

2
廃棄物
排出量
の削減

3 水使用量の削減

2）産業廃棄
物排出量削

減

1）一般廃棄
物排出量
の削減

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

3）CO2総量計

（kg-CO2）

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

5.39

1,022

100.9 98

-14.77%

-38.54%

628

kg／年kg／年

1.00

-81.45%

kg-CO2／年

24,880



SANYO DENKI CO.,LTD.

4.2 埼玉
4.2.1 ３か年目標

基準値

（2018年度）

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

14,067

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

9,432

L／年

28,284

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

296.71

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2.5 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

2.70

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

47.0

㎥／年

元請教育参加

- 参加回数 2 回 参加回数 2 回 参加回数 2 回

回

【現場】

軽油　 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,972

L／年

5,088

ｋｇ-CO2

注記　1．二酸化炭素排出係数は2018年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.455kg-CO₂/kWhを適用した。

　　　2．ガソリンの二酸化炭素排出係数は2.32kg-CO₂/L、軽油の二酸化炭素排出係数は2.58kg-CO₂/Lを適用している。

　　　3．年度は9月～8月の会計年度に合わせた。

　　　4．一般廃棄物排出量基準値は2021年度の計量値とする。

　　　5．№4ユーザー基本契約の遵守については、年２回の元請企業基本方針説明会に参加した回数とする。（10月、4月）

　　　6．基準年度の二酸化炭素排出量の総量は現場での使用量も含める。

　　　　　　28,284（１のCO₂総量計事務所用）+5,088（現場用）=33,372ｋｇ-CO₂

1,913

L／年

4,935

kg-CO2／年

13,645

※2019年度から開始

1,923

L／年

4,961

kg-CO2／年

kWh／年以下

9,149

L／年以下

27,435

kg-CO2／年以下

287.81

kg／年以下

2.62

㎥／年以下

45.6

13,715

kWh／年以下

9,197

L／年以下

27,577

㎥／年以下

※2019年度から開始

kg-CO2／年以下

289.29

kg／年以下

2.63

㎥／年以下

45.8

㎥／年以下

３か年目標

2021年度 2022年度 2023年度

13,786

kWh／年以下

㎥／年以下

46.1

9,244

2.65

㎥／年以下

-

kg／年以下

27,718

kg-CO2／年以下

2

廃棄物

排出量

の削減

1）一般廃棄

物排出量の削

減

Ｎｏ

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

CO2総量計

（kg-CO2）

2）化石燃料

使用量

の削減

環境経営

方針項目

など

1）電力使用

量の削減

二酸化炭

素排出量

の維持管

理

化石燃料

使用量

の維持管理

※2019年度から開始

4

3 水使用量の削減

kg-CO2／年

1,933

L／年

2）産業廃棄

物排出量の削

減

ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

L／年以下

環境経営

目標項目

5

4,986
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SANYO DENKI CO.,LTD.

4.2 埼玉
4.2.2 単年度（２０２１年度）経営目標と実績

基準値

（2018年度）

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減

14,067

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減

9,432

L／年

- 基準値に対し 2 ％削減

28,284

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 -

(296.71)

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％向上

2.70

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

47.0

㎥／年

元請教育参加

-

回

【現場】

軽油　 基準値に対し 2 ％削減

1,972

L／年

5,088

ｋｇ-CO2

１．環境経営目標項目は、実績が目標達成「〇」 　5%以内でほぼ達成「△」、5%超過で未達「×」と評価する。

5

二酸化炭

素排出量

の維持管

理

化石燃料

使用量

の維持管理

kg-CO2／年

4,986 0

-100.00% 評価

1,933 0

-
L／年 L／年

kg-CO2／年

4
ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

※2019年度から開始 ※2019年度から開始

〇参加回数 2回 参加回数 2回

回/年 回/年

46.1 38.0

㎥／年 ㎥／年

3 水使用量の削減

-17.50%

〇

2）産業廃棄

物排出量の削

減

-39.55%

〇

2

廃棄物

排出量

の削減

1）一般廃棄

物排出量の削

減

〇

2.65 1.6

- 296.71

kg／年 kg／年

㎥／年 ㎥／年

-

3)CO2総量

計（kg-

CO2）

27,718 27,079

kg-CO2／年 kg-CO2／年

kWh／年 kWh／年

L／年 L／年

18,912

-13.86%

〇1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1）電力使用

量の削減

+37.19%

×

9,244 7,963

13,786

目標

2021年度

実績 評価
Ｎｏ

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目

-2.31%

2）化石燃料

使用量

の削減
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SANYO DENKI CO.,LTD.

4.3 大阪
4.3.1 ３か年目標

基準値

（2019年度）

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

17,351

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

9,893

L／年

28,469

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

204.78

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 1.5 ％向上 基準値に対し 2 ％向上

7.70

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

56.0

㎥／年

元請環境教育の参加

- 参加回数 2 回 参加回数 2 回 参加回数 2 回

回

注記1．二酸化炭素排出係数は2019年度関西電力実績の調整後排出係数0.318kg-CO₂/kWhを適用した。

　　　2．ガソリンの二酸化炭素排出係数は2.32kg-CO₂/L

　　　3．年度は9月～8月の会計年度に合わせた。

　　　4．　一般廃棄物排出量基準値は2021年度の計量値とする。

　　　5．№4 ユーザー基本契約の遵守については、年2回の元請基本方針説明会に参加した回数とする。（10月、4月）

　　　6．大阪営業所においては、現場内での二酸化炭素排出項目がない為【現場】項目はない。

2022年度 2023年度

３か年目標

※2020年度から開始

201.71

kg／年以下

200.68

kg／年以下

7.55

㎥／年以下

54.9

㎥／年以下

17,004

kWh／年以下

9,695

L／年以下

27,900

kg-CO2／年以下

7.58

㎥／年以下

7.62

28,184

kg-CO2／年以下

L／年以下

17,091

kWh／年以下 kWh／年以下

17,177

9,794 9,744

1）電力使用
量の削減

環境経営
目標項目

Ｎｏ

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

CO2総量計

（kg-CO2）

2）化石燃料
使用量
の削減

環境経営
方針項目

など

L／年以下

28,042

kg-CO2／年以下

2021年度

㎥／年以下

3 水使用量の削減 55.4 55.2

4 ユーザー基本契約の遵守
（元請環境教育の参加）

※2020年度から開始 ※2020年度から開始

2

-

廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄物
排出量の削減

kg／年以下

㎥／年以下

2）産業廃棄物
排出量の削減

㎥／年以下

10/20
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4.3 大阪
4.3.2 単年度（２０２１年度）経営目標と実績

11/20

基準値

（2019年度）

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減

17,351

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減

9,893

L／年

- 基準値に対し 1 ％削減

28,469

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 -

204.78

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上

7.70

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減

56.0

㎥／年

元請教育参加

-

回

注記1．環境経営目標の評価は、実績が目標達成「〇」、5％以内でほぼ達成「△」、5％超過で未達「×」と評価する。

㎥／年

〇

31.0

㎥／年 ㎥／年

参加回数 2回

回/年 回/年

-44.08%

4
ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

※2020年度から開始

3 水使用量の削減

参加回数 2回

※2020年度から開始

55.4 〇

〇

〇

-

×

L／年

〇

2

廃棄物

排出量

の削減

1）一般廃棄

物排出量の削

減

- 204.78

kg／年 kg／年

2）産業廃棄

物排出量の削

減

7.62 9.12

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

2）化石燃料

使用量

の削減

3)CO2総量

計（kg-

CO2）

1）電力使用

量の削減

㎥／年

+19.64%

kg-CO2／年 kg-CO2／年

28,184

-5.90%

-33.31%

-28.00%

kWh／年 kWh／年

9,794 6,532

20,294

17,177 16,164

L／年

Ｎｏ

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目 目標

2021年度

実績 評価



SANYO DENKI CO.,LTD.

4.4 名古屋
4.4.1 ３か年目標

基準値

（2019年度）

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

21,444

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

20,050

L／年

55,608

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

219.60

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 1.5 ％向上 基準値に対し 2 ％向上

51.15

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

31.0

㎥／年

元請環境教育の参加

- 参加回数 2 回 参加回数 2 回 参加回数 2 回

回

216.31

kg／年以下kg／年以下

55,052 54,774

kg-CO2／年以下kg-CO2／年以下

19,749

ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

※2020年度から開始 ※2020年度から開始

30.7

Ｎｏ

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

CO2総量計

（kg-CO2）

2）化石燃料

使用量

の削減

1）電力使用

量の削減

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目

2）産業廃棄

物排出量の削

減 ㎥／年以下

L／年以下

21,122

kWh／年以下 kWh／年以下

21,230

19,849

50.38

21,015

kWh／年以下

19,649

L／年以下

54,496

kg-CO2／年以下

L／年以下

３か年目標

2021年度 2022年度 2023年度

注記1．二酸化炭素排出係数は2019年度中部電力ミライズ㈱実績の調整後排出係数0.424kg-CO₂/kWhを適用した。
　　　2．ガソリンの二酸化炭素排出係数は2.32kg-CO₂/L
　　　3．年度は9月～8月の会計年度に合わせた。
　　　4．2021年度より一般廃棄物の計量を行ったため、2022年度から目標を設定し定量的に管理する。
　　　5．№5ユーザー基本契約の遵守については、年２回の元請企業基本方針説明会に参加した回数とする。

※2020年度から開始

215.21

kg／年以下

50.13

㎥／年以下

30.4

㎥／年以下

3 水使用量の削減

2

廃棄物

排出量

の削減

㎥／年以下

㎥／年以下

30.5

4

1）一般廃棄

物排出量の削

減

㎥／年以下

50.64

-
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SANYO DENKI CO.,LTD.

4.4 名古屋
4.4.2 単年度（２０２１年度）経営目標と実績

基準値

（2019年度）

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減

21,444

kWh／年

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減

20,050

L／年

- 基準値に対し 1.0 ％削減

55,608

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し - ％削減 -

(299.20)

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上

51.15

㎥／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減

31.0

㎥／年

元請教育参加

-

回

注記1．環境経営目標の評価は、実績が目標達成「〇」、5％以内でほぼ達成「△」、5％超過で未達「×」と評価する。 

2021年度

実績 評価

2

Ｎｏ

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目 目標

kWh／年

19,849 14,4801

二酸化

炭素排

出量の

削減

2）化石燃料

使用量

の削減

3)CO2総量

計（kg-

CO2）

1）電力使用

量の削減
21,230 21,740

廃棄物

排出量

の削減

1）一般廃棄

物排出量の削

減

- 299.20

㎥／年

kg／年 kg／年

2）産業廃棄

物排出量の削

減

50.64 15.05

〇

38.0

-70.28%

+23.82%

〇

-

㎥／年

〇

〇

△

kg-CO2／年

42,811

L／年

4
ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

※2019年度から開始

3 水使用量の削減 30.7

㎥／年 ㎥／年

参加回数 2回

回/年 回/年

参加回数 2回

※2019年度から開始

×

kg-CO2／年

55,052

L／年

+2.40%

-27.05%

-22.24%

kWh／年

13/20
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4.5 全社
4.5.1 単年度（２０２１年度）経営目標と実績

項目

単位/年

kWh／年

L／年

CO₂

kg-CO2／年

kg／年

㎥／年

㎥／年

回

【現場】

L／年

CO₂

ｋｇ-CO2

注記1．№1,2,3,6の環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、+5%未満でほぼ達成　「△」、+5%以上で未達成「×」と評

　　　  価する。

　　2．埼玉、大阪、名古屋は本年度から計量のため、目標値は推定値とする。

　　3．環境経営目標の評価は目標達成「〇」、5%以内でほぼ達成「△」5％超過で未達「×」と評価する。

　　4．2021年度実績二酸化炭素排出量の総量は115,064kg-CO₂ + 62.6kg-CO₂ 都市ガス（埼玉）+ ３kg-CO₂LPG（名古屋）=115,130kg-CO₂

2021年度

評価
Ｎｏ

環境経営

方針項目など

環境経営

目標項目 目標 実績

71,041 78,292

kWh／年以下 kWh／年以下

1
二酸化炭素排

出量の削減

1）電力使用量の削減
電力使用量

2）化石燃料使用量

の削減

ガソリン 47,030 35,487

L／年以下 L／年以下

CO2総量計（kg-CO2）
140,145 115,064

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

26.65

㎥／年以下 ㎥／年以下

1428.69

kg／年以下 kg／年以下
2

廃棄物排出量

の削減

1）一般廃棄物排出量の削減
一般廃棄物排出量※1 1743.09

2）産業廃棄物排出量の削減
産業廃棄物排出量 66.30

〇
㎥／年以下 ㎥／年以下 -12.09%

205.0
3 水使用量の削減

水道使用量 233.2

4,986 0

kg-CO2／年 kg-CO2／年

1,933 0

L／年 L／年

参加回数 参加回数

+10.21%

×

〇

〇

〇

〇

-24.54%

-17.90%

-18.04%

-59.80%

〇

-

-
6

二酸化炭素排出

量の維持管理

化石燃料使用量

の維持管理（埼玉）

軽油

4
ユーザー基本契約の遵守

（元請環境教育の参加）

元請教育参加

-100.00%

-100.00%

2回 2
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Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

目標達成手段

取 組

次年度の内容
評価 コメント

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

不要照明の消灯、こまめなSWの入切

×

2020年からのコロナ
禍の中で、室内の換気
を心掛け、窓の開閉を
頻繫に行ったことで空
調機器電力使用量が増
え、目標未達となった。

今年度の取組内容
を継続

空調機適正温度の徹底

空調機フィルターの定期的な清掃

作業効率化による残業時間削減

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

移動先、必要性を考慮した車両使用

〇

ガソリン使用量は基
準年度より削減でき
た。しかしその要因
が本活動の成果によ
るものかは判断が難
しい。
おおよそ自動車使用
機会（乗車距離）の
減によるところが大
と思われる。

今年度の取組内
容を継続

（遠距離現場での宿泊推進）

低燃費車への更新（1台）

エコドライブの推進

公共交通機関の利用促進

2
廃棄物排
出量の削

減

1）一般廃棄物
排出量の削減

ペーパーレス化、文書の電子化推進

△

紙使用量の増減は新入
社員教育資料印刷量の
大小の要素が大きい。
ペーパーレス化や電子
化を推進していきたい。

今年度の取組内容
を継続

ワークフローの推進

必要最低限の印刷を徹底、両面印刷

2in1の推進

2）産業廃棄物
の排出量削減

資材の適正な手配

△

産業廃棄物の発生量が
予想できず、定量的管
理は難しいため意識付
けを重視した活動を
行っていきたい。

今年度の取組内容
を継続詳細な拾い出し実行

3 水使用量の削減
節水の呼びかけ表示

〇
数値目標は達成出来て
いるめ、今後も活動は
継続して行う。

今年度の取組内容
を継続こまめな開閉

4
ユーザー契約の厳守
（元請教育参加）

元請環境教育の参加（基本方針説明会）

〇

元請のEMS活動に協
力することで当社の取
組にも繋がる。

今年度の取組内容
を継続

元請のEMS活動への協力、参加

社内教育により、環境配慮意識を高める

建設資材の適正量手配

無駄のない設計施工管理

5.1 東京
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Ｎｏ

環境経
営方針
項目な

ど

環境経営
目標項目

目標達成手段

取 組

次年度の内容
評価 コメント

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

不要照明の消灯、こまめなSW
の入切

×

業務フロアを1階と2
階に分けたため、エ
アコン、照明、OA機
器などの電力使用量
が増加し、目標未達
となった。今後は現
状からの削減を日頃
の活動を通して目指
していく。

今年度の取組内
容を継続

空調機適正温度の徹底

空調機フィルターの定期的な清
掃

作業効率化による残業時間削減

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

移動先、必要性を考慮した車
両使用

〇

ガソリン使用量は基
準年度より削減でき
た。しかしその要因
が本活動の成果によ
るものかは判断が難
しい。
おおよそ自動車使用
機会（乗車距離）の
減によるところが大
と思われる。

今年度の取組内
容を継続

（遠距離現場での宿泊推進）

低燃費車への更新（1台）

エコドライブの推進

公共交通機関の利用促進

2
廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄
物排出量の削

減

ペーパーレス化、文書の電子化
推進

△

一般廃棄物の計量に
よって、今後の基準
となる値を設定でき
たため、定量的に管
理を行う。

今年度の取組内
容を継続

ワークフローの推進

必要最低限の印刷を徹底、両面
印刷

2in1の推進

2）産業廃棄
物の排出量削

減

資材の適正な手配

△

産業廃棄物発生量が
予測できず、定量的
管理は難しいが、意
識付けを重視した活
動を行っていきたい。

今年度の取組内
容を継続詳細な拾い出し実行

3 水使用量の削減

節水の呼びかけ表示

〇
数値目標は達成出来
ているため、今後も
活動は継続して行う。

今年度の取組内
容を継続こまめな開閉

4
ユーザー契約の厳守
（元請教育参加）

元請環境教育の参加（基本方針
説明会）

〇

元請のEMS活動に協
力することで当社の
取組にも繋がる。

今年度の取組内
容を継続

元請のEMS活動への協力、参加

社内教育により、環境配慮意識
を高める

建設資材の適正量手配

無駄のない設計施工管理

5.2 埼玉
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Ｎｏ

環境経
営方針
項目な

ど

環境経営
目標項目

目標達成手段

取 組

次年度の内容
評価 コメント

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

不要照明の消灯、こまめなSW
の入切

〇

営業所の在席者が少
なかったため目標を
削減できたと判断し
ているが、今後も削
減目標が達成できる
ように取組を進めて
いきたい。

今年度の取組内
容を継続

空調機適正温度の徹底

空調機フィルターの定期的な清
掃

作業効率化による残業時間削減

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

移動先、必要性を考慮した車
両使用

〇

ガソリン使用量は基
準年度より削減でき
た。しかしその要因
が本活動の成果によ
るものかは判断が難
しい。
おおよそ自動車使用
機会（乗車距離）の
減によるところが大
と思われる。

今年度の取組内
容を継続

（遠距離現場での宿泊推進）

低燃費車への更新（1台）

エコドライブの推進

公共交通機関の利用促進

2
廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄
物排出量の削

減

ペーパーレス化、文書の電子化
推進

△

一般廃棄物の計量に
よって、今後の基準
となる値を設定でき
たため、定量的に管
理を行う。

今年度の取組内
容を継続

ワークフローの推進

必要最低限の印刷を徹底、両面
印刷

2in1の推進

2）産業廃棄
物の排出量削

減

資材の適正な手配

△
産業廃棄物の定量的
管理は難しいため意
識付けを重視した活
動を行っていきたい。

今年度の取組内
容を継続詳細な拾い出し実行

3 水使用量の削減
節水の呼びかけ表示

〇
数値目標は達成出来
ているため、今後も
活動は継続して行う。

今年度の取組内
容を継続こまめな開閉

4
ユーザー契約の厳守
（元請教育参加）

元請環境教育の参加（基本方針
説明会）

〇

元請のEMS活動に協
力することで当社の
取組にも繋がる。

今年度の取組内
容を継続

元請のEMS活動への協力、参加

社内教育により、環境配慮意識
を高める

建設資材の適正量手配

無駄のない設計施工管理

5.3 大阪
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Ｎｏ

環境経
営方針
項目な

ど

環境経営
目標項目

目標達成手段

取 組

次年度の内容
評価 コメント

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

不要照明の消灯、こまめなSW
の入切

△

２０２０年からのコ
ロナ禍の中で、室内
の換気を心掛けたこ
とによる空調機電力
使用量増加で目標未
達となった。
活動による削減の要
素は少ないと思われ
るが、削減目標が達
成できるように取組
を進めていきたい。

今年度の取組内
容を継続

空調機適正温度の徹底

空調機フィルターの定期的な清
掃

作業効率化による残業時間削減

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

移動先、必要性を考慮した車
両使用

〇

ガソリン使用量は基
準年度より削減でき
た。しかしその要因
が本活動の成果によ
るものかは判断が難
しい。
おおよそ自動車使用
機会（乗車距離）の
減によるところが大
と思われる。

今年度の取組内
容を継続

（遠距離現場での宿泊推進）

低燃費車への更新（1台）

エコドライブの推進

公共交通機関の利用促進

2
廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄
物排出量の削

減

ペーパーレス化、文書の電子化
推進

△

一般廃棄物の計量に
よって、今後の基準
となる値を設定でき
たため、定量的に管
理を行う。

今年度の取組内
容を継続

ワークフローの推進

必要最低限の印刷を徹底、両面
印刷

2in1の推進

2）産業廃棄
物の排出量削

減

資材の適正な手配

△
産業廃棄物の定量的
管理は難しいため意
識付けを重視した活
動を行っていきたい。

今年度の取組内
容を継続詳細な拾い出し実行

3 水使用量の削減
節水の呼びかけ表示

△
数値目標は達成出来
なかったが、今期の
活動は継続して行う。

今年度の取組内
容を継続こまめな開閉

4
ユーザー契約の厳守
（元請教育参加）

元請環境教育の参加（基本方針
説明会）

〇

元請のEMS活動に協
力することで当社の
取組にも繋がる。

今年度の取組内
容を継続

元請のEMS活動への協力、参加

社内教育により、環境配慮意識
を高める

建設資材の適正量手配

無駄のない設計施工管理

5.4 名古屋
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法規・規則・条例 条項 主な適用内容または規制基準値 遵守評価

義務 法律

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

法6の2-6 市区町村条例の収集・処理・委託基準の遵守 〇

法12の2 保管基準、飛散、流出防止対策 〇

規8.1～3 保管場所の表示板の設置 〇

法12.3～4 産業廃棄物の運搬・処理委託 〇

令6の2.3 契約書の記載事項確認、許可期限の確認 〇

法12の2.6 特管物を排出する場合は特別管理産業廃棄物責任者を配置する ━

法12の3 産業廃棄物管理票（マニフェストの交付) 〇

規8の19～38 管理票の回収管理 〇

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 法6 特定家庭用機器の処分時の管理票の保管 ━

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）
法9、令2、法10
法12、法16、令4
規3，4 法18

特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又は特定建設資材
を使用する新築工事等であって、その規模が以下の基準以上のも
の（対象建設工事）の受注者又は自ら施工する者は、分別解体等
をすること。

━

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律）
法16、法19、法41、43，
45

第一種特定製品の簡易点検 記録簿の作成・保存 〇

労働安全衛生法

法3、4、14，19
法59～60の2、法61
法65、65の2、法66
法57
法68の２
法78

法101

事業者の責務・労働者の責務・安全衛生委員会
教育・就業規則・労働衛生の3管理

名称対象物及び通知対象物について行うべき調査等
受動喫煙の防止
重大な労働災害が発生した場合、省令の定めにより 改善計画を
作成、提出する。
法令の周知（SDS等の周知義務）

〇

特定化学物質障害予防規則

予防規則3－8
予防規則39
施予防規則39
予防規則27－39

設備（屋内作業）
作業環境測定
定期健康診断
管理（作業主任者の選定）

ー

有機溶剤中毒予防規則

予防規則5，6
予防規則28
予防規則29
予防規則19～27

設備（屋内作業）
作業環境測定
定期健康診断
管理（作業主任者の選定）

〇

石綿障害予防規則 予防規則二章一節第三条
石綿含有建材の事前調査結果の保存
石綿含有建材の事前調査結果報告

ー

道路交通法施行規則
第二章の四
第九条の十の六、七

安全運転管理者の業務（アルコール検知の実践）
〇

条例 東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例（東京都廃棄物条例） 14条の1 産業廃棄物管理責任者の選任 〇

足立区廃棄物の処理及び再利用に関する条例
9条、9条2 41条、41
条2

再利用促進、事業系一般廃棄物の保管場所の設置 〇

所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 4条3、16条 減量化、適正処理 〇

名古屋市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 第2条の2 市が処理する事業系廃棄物のうち一般廃棄物の種別及び収集量 〇

努力義務 法律 循環型社会形成推進基本法 法7、法11 非鉄金属資源の再資源化推進 〇

資源の有効な利用の促進に関する法律 法１、法4 ３Ｒ原則の教育と実践 〇

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル
法）

法4 ビン、カン、ペットボトルのリサイクル 〇

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 法5 環境にやさしい材料の利用 〇

条例 大阪市廃棄物の減量推進及び適正処理並びに生活環境の清潔保持に関する条例 第23条の2 産業廃棄物管理責任者の配置 〇

〇：遵守 ×：非遵守 ━：該当外

当社に関係する環境関連法規などは上記の通りですが、遵守
状況を２０２２年９月に確認した結果、違反はありませんでし
た。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過
去３年間ありません。なお、外部からの苦情は活動期間中には
ありませんでした。
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環境経営方針

環境経営目標および
環境経営計画

実施体制

その他の環境経営シ
ステム等

環境経営方針に掲げた環境経営理念及び
行動指針は私たちの環境活動の基本であ
り、確実に実行することが重要である。
この方針は変えることなく確実に全社員
に定着させること。

私達の経営環境は世間の動向に左右されや
すく、地域により当初の環境経営目標と実
績の乖離も大きい。このような乖離はある
ものとして結果だけにとらわれず本来のあ
るべき活動がなされていることにも注視し
ていくこと。

基本的な実施体制の変更はないが、全社的
な取組ができるよう関係者間の良好なコ
ミュニケーションを図り全社的な展開に繋
げてもらいたい。

変更の必要はない。

2020年3月に認証取得し、2022年に大阪営業所、
名古屋営業所まで拡大し全社的な取組になりました。

これからも会社の取組を通して社会全体を考え行動
できる社員を育成し、環境経営に掲げた「持続可能
な社会」の実現に努めてまいります。

総括

実 施 日 ２０２１年１１月１日（火）

対象期間 ２０２１年９月１日 ～ ２０２２年８月３１日

実施場所 本社 会議室

出 席 者
代表者）田邊裕也 環境管理責任者）伊藤潤一郎

担当者）長岡広樹
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